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研究成果の概要（和文）：本研究では実際にプロトタイプを実装構築し，インフラの存在しない中山森林間（東
京大学演習林内）での評価を行った。ここは野生動物が多く生息し，人の立ち入ることが困難な場所（標高
1200M付近）である。そして“手がかり情報”のやり取りを実現するインタフェース機構を実装した。2014年度
は群馬県立自然史博物館第47回企画展「闇夜の動物たち」で発表し・2014年度電気通信普及財団賞テレコムシス
テム技術賞（奨励賞）を受賞した。2015年度にはルテ・ラグーナ国際美術賞展（イタリア・ベネチア）に入選
し、2016年度にはアルテ・ラグーナ国際美術賞を日本人で初めて受賞した。

研究成果の概要（英文）：This project aimed create an imaginable presence of the wild animals in the 
undeveloped natural locations through believable human-computer-animal interaction interface. The 
project actually succeeded in  the development and integration of nonhuman-centric design protocols,
 requirements, methods, and context evaluation. The results indicate that users take the reflection 
of the sound as a cue that triggers the nonlinguistic believability  of the wild animals. The 
developed interface introduced in Demo hour section in interactions magazine (FY 2015), accepted 
Arte Laguna Prize finalist exhibition (FY 2015) and received Arte Laguna Prize (FY 2016).

研究分野： HCI
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１． 研究開始当初の背景 

ヒューマンインタフェース（以下「HI」）を
生態学に応用する研究領域のひとつに“アニ
マルコンピュータインタラクション（以下
「ACI」）（Mancini, 2011,Interactions.）”が
ある。ここでは HI を介して遠隔地の野生動
物の生態情報（位置情報・餌動物情報・気象
情報）などが収集される。例えば，ドイツの
アルフレッド・ワグナー研究所による南極の
海のリアルタイムなライブ音(Kindermann. 
2010. Science.）配信システムや，石田（研
究協力者）による福島原発周辺の動物の鳴き
声（石田. 2012. 生物と科学.）調査である。
これらの結果から野生動物の個体数の推定
（Carl et al., 2010. Proc. CHI2010.）や，都
市・除染計画の見直しなどが実施される。
(IAEA 国際原子力機関.2006) 
現地での調査ではユーザーは様々な情報を
取得している。ユーザーは自然環境で動物の
鳴き声といった明示的に呈示される情報，季
節感や野生動物の存在感，無意識的にも数多
くの情報を感じ取っている。例えば，茂みの
ざわめき，動物の気配等がそれに相当する。
この“手がかり情報：明示的には呈示されな
いが用いられている情報の全て”の取得と，
それによって刺激される想像力や感覚は現
地調査において重要な意味を持つ。これは生
態学研究のみならず，人と自然環境の関係性
の維持・構築に影響を及ぼすことは，認知心
理学の分野でも指摘されている。 (渡邉
ら .2003.共立出版 .:Williams et al., 2001. 
Journal of Environmental Psychology.)  
しかし，遠隔からの調査ではユーザーが得
られる情報は限られる。従来の ACI で得られ
る情報は，主に野生動物の鳴き声等で表現さ
れる明示的なメッセージのみに限られてい
る。更に受信するタイミングも野生動物が能
動的に行動を起こした時（鳴き声が聞こえ
る）のみに限定される。つまり、従来の ACI
では現地での調査では常になんとなく体験
していた“手がかり情報”がやり取りできな
い。さらに野生動物の生息地には電源・情報
インフラが存在せず，システムの高度化は困
難である。代表者はこうした点を問題とした。 

２．研究の目的 

本研究は「手がかり情報のやり取りでつな
がり感を醸成するアニマルコンピュータイ
ンタラクション」の実現を目的とする。従
来のアニマルコンピュータインタラクショ
ンでは，ユーザーが実際の自然環境で感じ
る茂みのざわめきや動物の気配といった
“手がかり情報”のやり取りが困難であった。
そこで本研究では，A)実際に生息する野生
動物の生態・手がかり情報をリアルタイム
に取得するシステム B)ユーザーと野生動
物の間の手がかり情報のリアルタイムなや
り取りから，つながり感を醸成するインタ
フェース，C)醸成されたつながり感による

アニマルコンピュータインタラクションの
有効性，を明らかにして目的を達成する。 
 
３．研究の方法 

上記の背景と研究成果をもとに，「手がかり
情報のやり取りでつながり感を醸成するア
ニマルコンピュータインタラクション」の研
究を行う。本研究では以下の 3つを明らかに
する。 
A)実際に生息する野生動物の生態・手がかり
情報をリアルタイムに取得するシステム 
B)ユーザーと野生動物との間のつながり感
をリアルタイムに醸成するインタフェース 
C)醸成されたつながり感によるアニマルコ
ンピュータインタラクションの有効性評価 

A)では、電源・情報インフラの存在しない野
生動物の生息地に電源・情報インフラ機材や
野生動物調査機器を準備し，代表者が事前研
究で確立した a)野生動物の生態情報（鳴き
声）のリアルタイム配信システムと手がかり
情報のリアルタイム取得システムを統合構
築する。 
B)では、A)で構築した実際に生息する野生動
物の生態情報（鳴き声）と手がかり情報をリ
アルタイムに取得するシステムに, 代表者
が事前研究で確立した, b)ユーザーと野生動
物の間につながり感をリアルタイムに醸成
するインタフェースを統合構築する。 
C)では、A)と B)で実装したシステムを用いて
野生動物調査を行う。代表者が事前研究で確
立した、c)野生動物の鳴き声情報のリアルタ
イム配信システムを用いた，ユーザーの手が
かり情報の処理形式や構造化の解明の結果
を用いる。実際に長期的な野生動物調査を行
い，醸成されたつながり感によるアニマルコ
ンピュータインタラクションの有効性を明
らかにする。 

４．研究成果 

 

 

 

 

 

本研究計画では実際にプロトタイプを実装
構築（上左図）し，インフラの存在しない中
山森林間（東京大学演習林内）での評価を行
った。ここは野生動物が多く生息し，人の立
ち入ることが困難な場所（標高 1200M 付近）
である。そして “手がかり情報”のやり取
りを実現するインタフェース機構（上右図）
を実装した。2014 年度は群馬県立自然史博物
館第 47 回企画展「闇夜の動物たち」で発表
し・2014 年度電気通信普及財団賞テレコムシ



ステム技術賞（奨励賞）を受賞した。2015 年
度には第 10 回アルテ・ラグーナ国際美術賞
展（イタリア・ベネチア）に入選し、2016 年
度にはアルテ・ラグーナ国際美術賞を日本人
で初めて受賞した。 
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